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日本のMaaSの発展に、海外事例取材

取材先
１．フィンランド
２．デンマーク
３．スイス
４．ドイツ
５．台湾
６．イギリス
７．フランス
８．アメリカ
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日本でのMaaSの動き

2018年後半本格的に動き始めた

・未来投資会議
・国交省「都市と地方の新たなモビリティサービス懇談
中間整理及び今後の課題」
・経産省
・小田急
・東急 「Izuko」
・西鉄、トヨタ自動車 「my route」
・みちのりホールディングス、ウィラー
・神姫バス「Passru」
・MaaSアライアンスの日本版「JCoMaaS」
・モネテクノロジーズ
・高松市

106
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Izuko 伊豆半島
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my route 操作性がイイ！
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マルチモーダルパッケージ
西鉄、トヨタ アプリ「my route（マイルート）」

Google   Yahoo
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NAVITIME

NAVITIME
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小田急沿線

目次

●合理的かつユーザーファースト デジタル化が目的化しないように ☚スイス
●既存のアプリの高度化が現実的？！ ユーザー獲得が難しい ☚欧州
●自動車メーカーのあるドイツ 都市交通政策が市民レベルまで定着 ☚ドイツ
●クルマ中心から人間中心のまちづくりへ 過去日本の植民地だった ☚台湾高雄
●自動車の渋滞もコントロールする ☚台湾台北

●日本にも良いアプリがたくさんある
移動にかかるプロセスをなくす トータルコーディネート ☚ナビタイム
●JR東日本の「モバイルスイカ」をアメリカが絶賛 ☚JR東日本
●ITによる世直し 地域の再構築 ☚東急
●みんなで移動の総量を上げる いまあるものをデジタル化するだけ ☚西鉄
●ばらばらにあったものをつなぐ ☚JTB
●日本は民間サービスゆえに欧州より高度になる 他サービス×移動

第２章 先駆事例の特徴と学び
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目次 Mobility as a Service

第１章 MaaSとは？

第２章 先駆事例の特徴と学び

第３章 日本版MaaSのつくり方

目次 第3章 日本版MaaSのつくり方①

１．日本でMaaSを推進する意義
最新の要素が入っている

２．都市版での活用
①沿線の活性化
②移動プロセスの合理化
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MaaSレベル定義にとらわれない
アプリが目的化してはいけない

レベルが高いほど
良いわけでない

レベル③
提供するサービスの統合

パッケージ化、定額制、事業者内の連携など

レベル④
社会全体目標の統合

地域政策との統合 官民連携

レベル①
情報の統合

マルチモード移動計画、運行情報

レベル②
予約・支払いの統合
検索、予約、決済

レベル⓪
統合なし

個々の移動ごとに個別対応

Jana Sochor 2017

123

歩く
歩行補助

自転車
PMV

自動車
四輪・二輪

バス
タクシー 鉄道 飛行機

船

公民学産連携で解決しないと難しい

都市
道路

福祉・医療 子育て 住宅 観光

etc..

個々人に着目した
心豊かな暮らし

124

地域経済の立て直し 自治体は人口減少で財政難
産業
物流

MaaS＝課題解決をみんなで
連携して取り組む概念
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歩く
歩行補助

自転車
PMV

自動車
四輪・二輪

バス
タクシー 鉄道 飛行機

船

地域にお金を落としてもらう

都市
道路

福祉・医療 子育て 住宅 観光

etc..

個々人に着目した
心豊かな暮らし

125

みんなで観光客を呼び込み
産業
物流

移動分野

歩く
歩行補助 自転車

PMV

自動車
四輪・二輪

バス
タクシー 鉄道 飛行機

船

理想とは程遠い 問題が山積

人材不足・技術を活用しきれていない
分野横断的かつ他のまちの問題と総合的に考えられない

自転車は対
策の対象・
活用はこれ
から

高齢者・障
害者の外出
への社会的
理解が低い

地方で歩い
て暮らせる
まちを作っ
てこなかっ
た

PMVを活用
出来ておら
ず、乗り物
も育ってい
ない

電動化、安
全支援技術
の活用が進
む

完全自動運
転の実用化
には超える
べきハード
ル多い

ドライバー
不足・高齢
化等健康起
因事故多発

運輸業から
サービス業
への転換が
なかなか進
まない

人口減少・
少子高齢化
による利用
者の減少

廃線問題

他国との都
市間競争

経営問題

担い手不足

担い手不足

126
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交通事業者はマーケティングもわからない…
公共交通マーケティング研究会
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●公共交通って何？！
日本って民間サービス

●経営企画
人材・時間ない

●「運輸業」
まだ「運輸業」…

モノ安全に運行
昔は乗ってくれた…

↓
「サービス業」

料金、宣伝、接客…

●情報…
→デジタル
運賃、住民、施設

ICカード普及や活用…
などの情報の把握できて

●自前、敵対…
他力でも

いいんじゃない…

みんなでお客さんを増やそう
街の人流が分かれば、新店舗の進出、都市開発、交通計画、防災、自

動運転もできる

敵
鉄道

敵
バス

敵
タクシー 敵

自転車

敵
バス

敵
クルマ

敵
徒歩

敵
バス
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時代やニーズの変化に合わせて

企画ができる人材の育成
組織体制づくり

デジタルテクノロジーをうまく使う
敵対するのではなくみんなで

他力でもいいではないか

日本のMaaSづくりの課題

ご清聴ありがとうございました。

モビリティジャーナリスト 楠田悦子

E-mail info@leben-kurashi.com
気軽にご連絡ください
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